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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は RNAウイルスである TMV(tobaccomosaicvirus)に多くの生物の RNA含量を増加させ
るといわれている chloramphenicolや cycloheximideを作用させて, TMV増殖機構を探ろうとしたも
のである｡
まずこれらの抗生物質を TMV感染24時間後の タバコに種々の濃度で作用させ, Nicotianaglutinosa
を検定植物としてウイルス量を測定したところ, 濃度によって増殖促進あるいは阻害効果がみられた｡ こ
れはとくに cycloheximdeで著しく, 1FLg/m l では増殖を促進し, 3FLg/m lでは阻害効果を示した｡ こ
の結果はウイルス量の化学的定量の結果と一致した｡ しかし感染前の cycloheximide処理では, いずれ
の濃度でも阻害効果だけがあらわれる｡ このような TMVの合成促進あるいは阻害をおこす濃度の cyc1-
oheximideを作用させると, 寄主の蛋白合成は初め阻害され, 後促進される｡ しかし, RNA含量は1お
よび3F噌/m l処理とともに増加する｡ タバコ葉中の RNase活性は薬剤処理によって明らかに低下してお
り, これが寄主実車の RNA蓄積の一因となっているものと考えられる｡ Cycloheximidel〟g/mlで処
理すると, 32P , 14C-glycineの RNAへのとりこみが増加した｡ しかし, 処理後10時間以内ではとりこ
みは低下していた｡ このことから正常なRNA代謝が抑えられた後, 異常なRNA代謝がおこり, 増加し
た RNAは単なる既存の ヌクレオチドの重合によるだけでなく, 塩基合成も促進されているものと解さ
れる｡
Cycloheximide(l〟g/m l) で処理したタバ コ葉から抽出した核酸を MAK カラムで分画した結果, 檀
々の RNAが新しく合成されていることがわかったが, これは薬剤処理によって核酸合成が活発化したこ
とを示し, TMV増殖促進をうながす一因となっているものと考えられる｡ また3FLg/m lで処理すると,
経時的に18SribosomeRNAのピークが消失して, 32P のとりこみも抑制される. このことは新しい寄
主 ribosomeの合成を抑制し, TMV蛋白の合成をも阻害する可能性を示すものと考えられる｡
25ilg/m lの actinomycinを TMV接種直後に処理すると, TMV増殖は阻害される. しかし,24時間
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
RNAウイルスである TMV がその増殖時に寄主の代謝系に依存しているかどうかはなお明らかでな





heximideは寄主蛋白合成をその処理初期に阻害し, 後に促進した｡ これらのことから, 著者は ウイルス
感染初期におこるウイルス粒子の uncoatingやウイルス RNAの polymeraseの合成の過程が, これら
の薬剤によって阻害されるものと考えている｡ つぎに, 寄主の RNA含量はウイルス増殖を促進または阻
害する濃度のいずれでも増加した｡ また cycloheximideは iれvivoにおいて RNase活性を阻害した｡
これらのことから, cycloheximide処理により葉中の RNase活性が低下して, 寄主の RNA および
TMV-RNAの分解をさまたげ, それが RNA増加の一因となっていることを想像させる.
1FLg/mi の cycloheximide処理は32P , 14C-glycineの RNAへのとりこみを増加させたが, 処理10時
間以内では却って低下していた｡ このことは, 正常なRNA代謝がまず抑えられ, その後異常な RNA代
謝がおこることを意味するものと思われ, 増加した RNAは単なる既存のヌクレオチドの重合とともに塩
基合成の促進に基づいていることが考えられる｡
TMV接種直後に actinomycin処理をした場合には, TMV増殖は阻害され, 24時間後では促進され






察して, 種々の知見をもたらしたものであって, 植物病理学, ウイルス学の発展に貢献するところがすこ
ぶる大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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